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＜連絡事項＞

・診療情報管理委員会より

　　カルテチェックの見本が出来ましたが、こうした方が良いとの意見がありましたら宜

しくお願いします。引き出しに入れておきますので、各自確認お願いします。

· 研修会参加についての一覧が来ています。参加希望のある方は、必要書類を揃えて、阿部GOMまで提出お願いします。

· WIZが復旧しました。「みんなの共有」→「看護課共有」→「青南病院」→「スタッフ個人フォルダ」に必要なものを入力するようにして下さい。印刷する際はＢユニットのパソコンを使用して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・榊　八重子様～９月27日（水）9：30～13：00まで日赤病院眼科外来へ、　　　　　　　　　　　眼底定期検査の為、外出します。主治医より外出許可を頂いています。帰院後の精神状態を観察し、落ち着いて過ごして頂くように環境を整えましょう。

・高橋　良一様　～９月22日、南山苑入所の為、退院予定となっています。私物の　　　　　　　　　　　忘れ物無い様に余裕を持ってまとめておきましょう。　　　　　　　　　　　21日入浴も係のスタッフは宜しくお願いします。

・森　エツ様　～定期採血検査で血糖値が低いとの報告あり、血糖測定行っています。主治医へ状況報告し、低血糖値でも症状が無い時は処置の必要はなく、その都度補食にて対応するようにとの事です。低血糖症状の有無など、全身状態の観察、食事摂取・水分摂取状況等の観察をしていきましょう。

＜受け持ち患者様検討＞

・角谷　育子様～最近「お腹が張る」と食事を拒否したり、又　残食多く夜間におやつを食べたりと不摂生見られます。買物の時もお菓子や缶コーヒーを沢山買っており食事のバランスがますますくずれています。腹部はソフトでグル音聴取可です。現在、下剤内服中ですが、適宜腹部を触診し便通の有無を確認しましょう。状態に応じて軽くマッサージをしたり、観察をしていきましょう。余暇時、日当たりでうつ伏せになり寝ている事が多く、身体の水分が蒸発している場合も考えられる為、水分補給し、軽い運動などを勧めていきましょう。買物に付いたスタッフはその都度本人に説明していきましょう。

· 板垣　富蔵様～心臓が痛い・頭痛がする・肩が凝る等身体的な訴えが多くなっています

訴え時バイタル測定しても異常ない為精神状態の変化や日常行動観察していきましょう。

· 市橋　ひで様～最近、食事のスプーンが持てなくなりその都度介助が必要となっていま

す。今後、介助用スプーンを使ってみてはと意見が有りましたが発注について栄養管理室へ確認しています。栄養課から連絡ありましたら、川上まで伝えて下さい。又、筋力低下と精神レベルの低下が考えられますが、引き続き、介入についてカンファレンスで検討していく事としています。

勉強会：浮腫（むくみ）

＜浮腫とは＞

　体内の水分は細胞内液（2/3）と細胞外液（1/3）に分けられますが、細胞外液は血液と細胞と細胞の間にある水分（間質液）とに分けられますが、浮腫はこの間質液が増える事によって起こります。

　体内の水分の一部は毛細血管から細胞と細胞の間へにじみ出て間質液となりますが、正常なら毛細血管から吸収されたり、リンパ管へ流れていったりして一定量を保っている為、むくむことはありません。しかし、何らかの理由でこの作業がうまくいかないとむくみとして現れます。

＜原因＞

　浮腫は疲労が原因であらわれる一過性のものから、治療を要する病気によるものなど原因は様々です。

　一過性のむくみ

　　日常の生活を改善することでよくなるものです。

　　長時間のたち仕事や、同じ姿勢での仕事によるむくみ

　　　静脈には弁があり、この弁のおかげで立っていても血液は重力に逆らって心臓へと戻っていきます。しかし、この弁うまく働かないと、血液は足にたまり、その結果、毛細血管の圧力が上がってしまい、毛細血管から細胞の間へ水分が流れ出してしまうのでむくんでしまいます。男性よりも女性に多いのは、この弁の働きを足の筋肉が手助けしている訳ですが、男性よりも女性の方が筋肉量が少ない為、女性の方が足がむくみやすくなります。

　　疲労

　　　ホルモンバランスや自律神経の乱れによってむくみが起こります。

　　塩分の多い食事

　　　塩分を取り過ぎると、身体は浸透圧のバランスを保とうとして余分な水分を溜め込もうとします。その結果、体内の水分量が増加して結果的に間質液も増加してむくみが現れます。

　　不規則な生活

　　　ホルモンバランスや自律神経の乱れによってむくみが起こります。

　　女性ホルモンによるもの

　　　特に、生理前は女性ホルモンの一種の黄体ホルモンの影響でむくみやすくなります。

　　過度なダイエット

　　　体内の水分の浸透圧バランスを保つ為に必要な蛋白質が減少する事によってむくみが起こります。

　　靴や衣類による締め付けによるもの

　　　靴や衣類によって身体が締め付けられると血管も締め付けられる為、血液の流れが悪くなり、むくみの原因となります。

　　病気によるむくみ

　　　心臓の病気によるもの

　　　心臓の病気よって心臓のポンプ作用が低下すると血液の循環が悪くなりむくみを生じます。

　　肝臓の病気

　　　肝硬変など肝臓の働きが低下すると蛋白質の一種であるアルブミンの生成が低下して体内の水分浸透圧が崩れてしまいむくみが生じます。

　　甲状腺などの内分泌の病気

　　　甲状腺機能低下症などの内分泌疾患がある場合もむくみが起こる。

　　消化器系の病気

　　　消化器系に栄養吸収などを低下させるような病気があると蛋白質の吸収が低下してむくみが起こる。

　　薬によるもの

　　　薬の副作用によりむくみが起こる。

　　炎症性疾患

　　　細菌などの感染やアレルギーによってもむくみが起こる。

＜病気によってむくみやすい部位＞

　顔…腎炎・ネフローゼ症候群・血管神経性浮腫

　足…静脈瘤・うっ血性心不全・静脈炎

　全身…腎炎・ネフローゼ症候群・肝硬変・悪性腫瘍・甲状腺機能低下

＜治療＞

病気による浮腫

　原因疾患の治療、塩分・水分の制限、安静、浮腫に対する対症療法。

一過性の浮腫の場合

· 足のむくみは仕事中にはストレッチや姿勢を変えるなどして筋肉をほぐすようにする。

· 入浴時に脚をマッサージして、血行をよくする。

· 睡眠時は脚を枕などでやや高く上げて寝る。

· 塩分は控える（塩分を控えることにより体内の浸透圧バランスが保たれ、むくみが解消する。）

· 疲れはしっかりとる。

· アルコールもむくみの原因となるので、程ほどにする。

· 適度な運動をする（運動する事で自律神経やホルモンバランスが改善され、筋力もついてむくみも良くなる。）

· ビタミンＥを多く含む食品を摂る（ビタミンＥは血液循環をよくする作用があるのでむくみに効果的である。）

